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研究成果の概要（和文）：一般に動物の分散行動とは、個体が出生地から離れ、繁殖地へ移動する行動のことを
表し、個体群動態だけでなく個体群の遺伝子構造にも大きな影響を及ぼす。ツキノワグマの分散行動を行動調査
および遺伝解析により調べたところ、オスはメスよりも分散距離の規模が大きいことが示された。さらに、オス
の分散行動を開始する年齢を検討したところ、3歳以降に分散行動を開始する可能性が示唆された。以上から、
ツキノワグマも他のクマ類と同様の分散行動を行う可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In general, the natal dispersal behavior of an animal refers to the behavior
 of an individual moving away from the birthplace and moving to the breeding area, and greatly 
affects not only population dynamics but also the genetic structure of the population. Investigating
 the natal dispersal behavior of Asian black bears through behavioral research and genetic analysis,
 it was shown that males have larger dispersed distances than females. Furthermore, when we examined
 the age at which male dispersed behavior was started, it was suggested that the possibility of 
decentralizing behavior to be started after 3 years old. From the above, it is suggested that Asian 
black bears may perform the same decentralized behavior as other bears.

研究分野：生態学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、生態学的手法と遺伝学的手法という異なるアプローチで、長期の野外観察やサンプル数の確保が難し
い大型哺乳類であるツキノワグマの分散行動の規模と過程を明らかにした点で学術的意義は高いといえる。ま
た、近年ツキノワグマは分布域の拡大に伴う人間活動との軋轢の増加が懸念され、管理手法の一つとして人間活
動域とクマの生息地との棲み分けが提案されている 。本結果によりツキノワグマの個体群構造を決定する要因
の一つである分散行動の一端が明らかになったことで、今後はより精度の高い科学的な根拠に基づいた管理手法
の構築が望まれる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本各地で野生動物と人間活動との軋轢の増加が社会問題となっている。一方、生息密度
や繁殖率の低いツキノワグマでは、一時的な大量捕獲は個体群へのダメージが大きい。その
ため、管理手法の一つとして人間活動域とクマの生息地との棲み分け（ゾーニング法）が提
案されている。 
ゾーニング法とはクマの生息地をクマが恒常的に生息し、奥山とも呼ばれるコア生息地、
コア生息地の縁の部分にあたる警戒（バッファー）地域、コア生息地の外の集落や畑など人
間活動が多い排除地域に分け、排除地域ではクマの捕獲・駆除を行うことで人間活動との軋
轢を減らすものである。 
 ゾーニング法による管理は、「クマの個体群構造をコア生息地であるソースでは安定した
繁殖が行われ、恒常的にソースからシンクへの個体供給（分散行動）が行われる。一方、シ
ンクである排除地域における駆除との間で個体数の平衡が保たれることで、個体群全体とし
て生息数は安定する」、という個体群構造の前提からなる。しかし、この前提であるクマ個
体群構造や分散行動はまだ実証されていないという課題がある。 
クマの成獣は数年にわたり安定した行動圏を持つ。エサの少ない秋には食物を求めて通常
の行動圏から大きく移動することもあるが、多くの個体は冬眠前には元の行動圏に戻る。つ
まり、クマ個体群は一時的な移動はあるものの通常は安定した局所集団を各地で作るため、
個体群構造に大きな影響を及ぼす要因は亜成獣時の分散行動であると考えられる。つまり、
ゾーニング法を行うには、亜成獣クマの分散行動とそれから引き起こされる個体群構造を明
らかにする必要がある。 

 
２．研究の目的 
本研究は、ツキノワグマの分散行動を解明し、さらに個体条件の違い（体サイズや年齢）
や環境条件が分散行動に及ぼす影響を評価することを目的とする。本研究は、遺伝学的手法
により長期にわたり学術捕獲されてきた個体と周辺で駆除されてきた個体の遺伝情報とを比
較解析することで、多数の個体の分散行動の規模を把握するとともに、生態学的手法により
亜成獣個体にGPS受信機を装着し、行動追跡を行うことで、分散行動の詳細な過程を把握し、
クマの個体群構造に分散行動が及ぼす影響を解明する。 

 
３．研究の方法 
手法①遺伝学的手法：2003 年以降に栃木県および群馬県で学術捕獲を行った 93 個体、群馬県
で駆除された438個体、栃木県で駆除された22個体の計553個体のツキノワグマを対象とした。
なお、特にオスはブナ科堅果の凶作に伴い、秋に一時的に大きく移動することを考慮し、本来
の行動圏以外で駆除された可能性のある個体を除外するため、凶作年の 8月以降に駆除された
オスは調査対象から除いた。 
 対象の 553 個体の遺伝情報の抽出を行った。駆除個体の筋肉サンプルおよび学術捕獲個体の
血液から DNA を抽出し、マイクロサテライト DNA 領域 14 遺伝子座及びミトコンドリア DNA の解
析を行った。繁殖開始年齢は 3歳と仮定し、親子関係にあるのは年齢差 3歳以上の個体とし、
CERVUS3.0.7 を用いて親子推定を行った。さらに、 親子推定によって母親を特定できた個体
において、母親の捕獲地点を子供の誕生場所として扱い、子供の捕獲地点を分散場所として扱
うことで、分散距離として算出した。 
また、群馬県の駆除個体及び学術捕獲個体を用いて、雌雄それぞれで空間的遺伝構造解析を
行った。分散行動は、個体群の遺伝構造に影響を与えていることから、空間的遺伝構造は分
散行動の結果を反映していると考えられる。そのため、分散前であれば母親の行動圏内での
血縁関係が近いが、分散するとその傾向がなくなると考えられる。そこで、最小年齢を変化
させた集団ごとに解析し、母親の行動圏内における血縁関係の近さが見られなくなった集団
に含まれる個体の最小年齢が分散開始年齢であるとして、分散開始年齢の検証を行った。こ
の際、空間的遺伝構造解析は、GenAlEx6.5 を用いて行った。 
 
手法②生態学的手法：学術捕獲した亜成獣個体に、体の成長に合わせ首輪長を調節することが
可能な小型GPS受信機を装着・追跡し、分散過程および分散ルートの解明を試みた。 
 
４．研究成果 
手法①遺伝学的手法：母親を特定できた子供のうち、分散距離の推定の対象となる 3歳以上の
個体数は、メス 4個体、オス 11 個体の計 15個体で、オスはメスより長距離分散することが示
された。 
また、年齢ごとに血縁関係を比較した結果、メスでは年齢が増加しても、平均的な成獣メス
の行動半径（1.8 ㎞）とほぼ同様な 1.5km 以内に存在する個体間で有意に高い血縁関係が認め



られた。このことから、メスは繁殖可能な 3歳以上になっても出生地から離れた場所へ分散す
ることが少ない可能性が示唆された。 
一方、オスでは年齢の違いによって、血縁関係の変化が認められた。2 歳以上の個体を含む
集団までは 0.5km 以内での有意な遺伝的関係性が認められたが、3 歳以上の個体を含む集団で
は認められなくなった。一方で、母親の行動圏付近と考えられる 1.5～2km での有意な遺伝的関
係性は認められた。さらに、4 歳以上の個体を含む集団では、出生地から 4km 以内での有意な
血縁関係が認められなくなったことから、3歳ではすでに分散行動を開始し、4歳までには母親
の行動圏を離れ、分散を開始している可能性が示唆された。以上により、オスのツキノワグマ
も他のクマ類と同様に、母離れ後しばらく母親の行動圏内にとどまり、その後分散する可能性
が示唆された。 
 
手法②生態学的手法：ツキノワグマの亜成獣を合計11頭（オス：5個体、メス：6個体）捕獲し、 
小型GPS 受信機を装着し放獣した結果、電池寿命が当初の計算とは大きく異なり、多くの機材で
短くなり、十分な追跡期間を確保することはできなかったが、2、3 歳の時点では捕獲・放獣さ
れた周辺での行動が確認され、明らかな分散行動を示す個体は確認されなかった。 
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